
































































「胎児異常の管理指針」の研究班に所属する 9施設,すなわち,北海道大学,福島県立医大,

筑波大学,東京大学,北里大学,名古屋市立大学,国立循環器病センター,香川医科大学,九州

大学において,1987 年から 1991 年までの 5 年間の先天異常症例 725 例について,各臓器に

分け,胎児異常の頻度,診断時期,胎児,新生児治療の有無とその予後などについて調査した。 


